
平成 22 年 8 月 

先 生 各 位 

 
 
 
 

検査内容変更のご案内 
 

 

 

 

謹啓 時下益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。また、平素はひとかたならぬお引き立てを賜り、厚く

お礼申し上げます。 

さて、下記の項目におきまして、検査内容を変更させていただきますのでご案内申し上げます。 

今後とも変わらぬご愛顧のほど、よろしくお願い申し上げます。 

謹白 

 

 

 

記 
 
 
《変 更 日》    平成 22 年 9 月 13 日（月）受付分より 
 
 
《 変 更 内 容 》 

総  合 
検査案内 

検 査 
コード 

検 査 項 目 名 称  変更内容 変更後 変更前 

0722 ジギトキシン 

Ｐ.23 

0752 テオフィリン 

0702 フェノバルビタール 

0701 フェニトイン 

0704 カルバマゼピン 

Ｐ.24 

0706 バルプロ酸ナトリウム 

検査方法 ラテックス凝集法 ＥＩＡ法 

※ その他の検査内容に変更はございません。    

 
 
《 変 更 理 由 》    現行試薬の販売中止に伴う変更 

 
 

《相 関 図》    次頁参照   
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テオフィリン
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カルバマゼピン
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バルプロ酸ナトリウム
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ジギトキシン
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フェノバルビタール
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ｙ = 1.043ｘ＋0.64

ｒ = 0.996

ｎ = 32

ｙ = 1.050ｘ－0.79
ｒ = 0.994

ｎ = 37

ｙ = 0.962ｘ＋1.04
ｒ = 0.999

ｎ = 38

ｙ = 1.018ｘ－1.35
ｒ = 0.997

ｎ = 36

ｙ = 0.961ｘ－0.40
ｒ = 0.993

ｎ = 52

ｙ = 0.949ｘ－2.84
ｒ = 0.998

ｎ = 38




